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四国八十八ヶ所霊場マップ（八十二番から、八十五番）

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
立
秋
も
過

ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続

き
ま
す
。
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
さ
て
、
紙

上
遍
路
の
か
わ
ら
版
。
残
す
は
七
ヶ
寺
。

頑
張
っ
て
打
ち
通
し
ま
し
ょ
う
。
今
月

も
元
気
に
出
発
で
す
。

★
香
木
の
香
り

   

八
十
一
番
か
ら
約
七
・
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
八
十
二
番
は
青
峰
山
（
あ
お
み

ね
ざ
ん
）
根
香
寺
（
ね
ご
ろ
じ
）
。

   

五
色
台
に
つ
い
て
は
先
月
号
で
も
ご

紹
介
し
ま
し
た
。
高
松
と
坂
出
の
間
、
瀬

戸
内
海
に
突
き
出
た
標
高
四
百
メ
ー
ト

ル
の
山
並
み
で
す
。

   

こ
の
地
に
五
智
（
ご
ち
）
如
来
を
感

得
し
て
花
蔵
院
（
け
ぞ
う
い
ん
）
を
建

立
し
た
お
大
師
様
。

   

こ
の
地
で
市
之
瀬
明
神
の
化
身
と
遭

遇
し
、
千
手
院
を
建
て
た
お
大
師
様
の

甥
の
智
証
大
師
（
円
珍
）
。

   

千
手
観
音
像
を
彫
っ
た
香
木
の
切
り

株
が
芳
香
を
放
ち
続
け
た
こ
と
か
ら
、
両

院
を
総
称
し
て
根
香
寺
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。

香
川
と
い
う
地
名
は
、
そ
の
香
木
の
強

い
香
り
が
川
に
流
れ
て
下
流
に
届
い
た

こ
と
に
由
来
す
る
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。

香
木
は
樺
の
木
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
地
獄
の
釜
の
音

   

八
十
二
番
か
ら
約
十
六
・
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
八
十
三
番
は
神
毫
山
（
し
ん

ご
う
ざ
ん
）
一
宮
寺
（
い
ち
の
み
や
じ
）
。

   

一
宮
寺
は
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
中
で

も
最
古
の
ひ
と
つ
。

   

開
基
は
奈
良
時
代
の
義
淵
僧
正
。
日

本
へ
の
仏
教
伝
来
か
ら
約
百
五
十
年
後

の
大
宝
年
間
。
元
号
に
因
ん
で
大
宝
寺

と
称
し
ま
し
た
。

   

そ
の
後
、
諸
国
に
一
の
宮
が
建
立
さ

れ
た
際
、
行
基
菩
薩
が
当
寺
を
讃
岐
一

の
宮
で
あ
る
田
村
神
社
の
別
当
寺
と
し
、

寺
号
を
一
宮
寺
に
改
称
。

   

田
村
神
社
の
鳥
居
を
出
て
左
に
進
む

と
、
一
宮
寺
の
仁
王
門
。

   

本
堂
左
に
あ
る
薬
師
如
来
を
祀
る
石

の
小
祠
。
頭
を
入
れ
る
と
聞
こ
え
る
唸

り
音
は
通
称
「
地
獄
の
釜
の
音
」
。

   

こ
の
音
を
聞
く
と
、
「
新
し
い
境
地

が
開
け
る
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
鑑
真
和
上

   

八
十
三
番
か
ら
約
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
八
十
四
番
は
源
平
合
戦
で
知
ら
れ

る
屋
島
の
上
に
建
つ
南
面
山
（
な
ん
め

ん
ざ
ん
）
屋
島
寺
（
や
し
ま
じ
）
。

   

授
受
戒
の
し
き
た
り
を
伝
え
る
た
め

に
日
本
に
渡
る
こ
と
を
決
意
し
た
唐
の

鑑
真
和
尚
。

   
五
回
も
の
渡
海
の
失
敗
の
末
、
失
明
。

そ
れ
で
も
な
お
六
回
目
の
渡
海
を
試
み
、

七
五
三
年
、
鹿
児
島
に
上
陸
。

   

翌
年
、
難
波
経
由
で
東
大
寺
に
向
か

う
航
海
の
途
上
、
屋
島
沖
で
瑞
光
を
感

得
し
、
屋
島
北
嶺
に
登
っ
て
普
賢
堂
を

建
立
。

   

弟
子
の
恵
雲
律
師
が
初
代
住
職
と
な

り
、
屋
島
寺
と
号
し
ま
し
た
。

   

八
一
五
年
、
お
大
師
様
が
嵯
峨
天
皇

の
勅
願
に
よ
り
来
訪
。
伽
藍
を
北
嶺
か

ら
南
嶺
に
移
し
、
十
一
面
千
手
観
世
音

菩
薩
を
彫
っ
て
本
尊
と
し
ま
し
た
。

   

山
岳
仏
教
の
修
行
場
と
し
て
興
隆
。
平

家
供
養
の
梵
鐘
は
、
鎌
倉
時
代
の
も
の

で
す
。

★
八
栗
の
聖
天
さ
ん

   

八
十
四
番
か
ら
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

八
十
五
番
は
五
剣
山
（
ご
け
ん
ざ
ん
）

八
栗
寺
（
や
く
り
じ
）
。

   

屋
島
の
東
に
あ
る
五
剣
山
。
五
峰
に

由
来
し
た
名
前
で
す
が
、
江
戸
時
代
の

豪
雨
と
地
震
で
山
体
が
変
容
。
現
在
は

四
峰
で
す
。

   

お
大
師
様
は
幼
少
の
頃
よ
り
こ
の
山

に
登
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
あ
る
時
、

五
柄
（
ご
ふ
り
）
の
剣
が
天
か
ら
降
り
、

蔵
王
権
現
が
出
現
。

   

山
頂
か
ら
四
方
八
ヶ
国
が
見
渡
せ
た

た
め
、
当
初
の
寺
号
は
八
国
寺
。

   

入
唐
前
に
お
大
師
様
が
埋
め
た
八
つ

の
焼
き
栗
が
、
帰
朝
後
に
繁
茂
し
て
い

る
の
を
見
て
、
寺
号
を
八
栗
寺
に
改
号
。

   

お
大
師
様
が
彫
っ
た
歓
喜
天
を
祀
る

聖
天
堂
。
夫
婦
和
合
、
厄
除
け
、
商
売

繁
盛
の
「
八
栗
の
聖
天
さ
ん
」
と
し
て

信
心
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
捨
身
ヶ
嶽

   

残
す
と
こ
ろ
三
ヶ
寺
。
来
月
は
、
浄

瑠
璃
や
謡
曲
に
も
登
場
す
る
八
十
六
番
、

志
度
寺
か
ら
。
乞
ご
期
待
。

八十四番 南面山屋島寺

八十三番 神毫山一宮寺

八十五番 五剣山八栗寺

八十二番 青峰山根香寺
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香川県高松市香川県高松市


